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●	第7回「日本医師会　	
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	 	 ………………… 6面

　平成30年度第3回都道府県医師会長協議会が1月15日、日医会館大講堂で開催された。
　当日は、「2019年10連休中の医療提供体制の確保」「控除対象外消費税の問題」など、
7県医師会から出された多岐にわたる質問並びに要望に対して担当役員から回答した他、日
医から「医師の働き方改革」「風しんの抗体検査と予防接種」等について報告を行い、理解
と協力を求めた。

会
長
あ
い
さ
つ

協 

議

協
議
会
は
小
玉
弘
之
常
任

理
事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭

あ
い
さ
つ
し
た
横
倉
義
武
会

長
は
、
昨
年
末
、
日
医
が
長

年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
き

た
、
①
医
療
に
係
る
消
費
税

問
題
②
成
育
基
本
法

─
の

二
つ
の
課
題
に
大
き
な
進
展

が
あ
っ
た
と
説
明
。
今
年
も
、

医
師
の
働
き
方
改
革
、
第
30

回
日
本
医
学
会
総
会
２
０
１

９
中
部
、
Ｇ
20
に
合
わ
せ
て

開
催
す
る
Ｈ
20
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
、
来
年
度
診
療

報
酬
改
定
率
を
決
定
す
る
予

算
編
成
に
向
け
た
議
論
等
、

重
要
な
案
件
が
目
白
押
し
で

あ
り
、
機
に
先
ん
じ
て
事
に

当
た
っ
て
い
く
と
し
た
。

更
に
、
今
後
の
医
療
制
度

を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、

オ
プ
ジ
ー
ボ
に
代
表
さ
れ
る

が
ん
免
疫
療
法
や
、
長
足
の

進
歩
を
遂
げ
る
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
な
ど
、
安
全
性
を
担
保

し
つ
つ
医
療
に
取
り
込
ん
で

い
く
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
を

医
師
主
導
で
つ
く
り
上
げ
て

い
く
こ
と
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
わ
が
国
の
人
口
動
態
を

加
味
し
つ
つ
、
社
会
保
障
制

度
の
給
付
と
負
担
の
在
り
方

も
含
め
、
必
要
な
経
済
成
長

と
財
政
規
模
に
つ
い
て
国
民

的
議
論
と
し
て
喚
起
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
。
引

き
続
き
、
こ
れ
ら
に
対
応
す

る
こ
と
で
国
民
医
療
の
更
な

る
推
進
に
努
め
て
い
く
と
し

て
、
一
層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

（
１
）
２
０
１
９
年
10
連

休
中
の
医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
つ
い
て

福
岡
県
医
師
会
か
ら
の
、

４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
の
10
連
休
中
の
医
療
提
供

体
制
確
保
に
つ
い
て
の
質
問

に
対
し
て
、
小
玉
常
任
理
事

は
、
日
医
が
昨
年
12
月
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協

力
に
対
す
る
謝
意
を
表
す
と

と
も
に
、
都
道
府
県
行
政
の

危
機
意
識
が
全
体
的
に
低
い

等
の
結
果
を
報
告
。
そ
の
結

果
を
基
に
、
全
国
の
地
方
行

政
に
対
し
て
、
危
機
意
識
を

高
め
て
も
ら
い
、
都
道
府

県
・
郡
市
区
医
師
会
と
の
連

携
を
強
化
す
る
よ
う
、
改
め

て
厚
生
労
働
省
に
指
導
を
求

め
る
と
し
た
。

ま
た
、
休
日
加
算
の
算
定

が
で
き
る
場
合
の
一
つ
に
、

「
客
観
的
に
休
日
に
お
け
る

救
急
医
療
の
確
保
の
た
め
に

診
療
を
行
っ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
医
療
機
関
を
患
者
が

受
診
し
た
場
合
」
が
あ
り
、

地
域
医
療
支
援
病
院
、
救
急

病
院
・
救
急
診
療
所
、
休
日

当
番
医
・
輪
番
制
に
お
い
て

は
、
診
療
応
需
体
制
（
診
療

時
間
内
の
受
診
）
に
あ
っ
て

も
算
定
可
能
で
あ
る
と
説

明
。10

連
休
に
お
け
る
医
療
提

供
体
制
構
築
の
際
に
は
、
地

域
の
医
師
会
が
病
院
団
体
や

自
治
体
と
相
談
し
、
一
時
的

な
対
応
と
し
て
、
一
般
の
医

療
機
関
の
協
力
を
得
て
、
在

宅
当
番
医
や
病
院
群
輪
番
制

護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る

事
業
」
と
「
介
護
従
事
者
の

確
保
に
関
す
る
事
業
」
を
対

象
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
い
て
、
都
道
府
県
が

取
り
ま
と
め
て
国
へ
交
付
申

請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
説
明
。
今
後
は
、
将
来
の

介
護
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映

し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
の
見
直
し
や
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
基
金
の
利
用

使
途
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

の
裁
量
を
よ
り
大
き
く
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と

し
た
。

ま
た
、
「
喫
緊
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
介
護
人
材

の
確
保
の
た
め
、
施
設
整
備

事
業
と
介
護
従
事
者
確
保
事

業
の
区
分
を
都
道
府
県
ご
と

の
裁
量
で
柔
軟
に
取
り
扱
え

る
よ
う
に
す
べ
き
」
と
の
日

医
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
平
成

30
年
度
の
各
都
道
府
県
へ
の

配
分
、
31
年
度
予
算
に
関
し

て
も
そ
の
配
分
に
お
い
て
施

設
整
備
分
と
介
護
人
材
分
の

一
体
的
な
執
行
が
初
め
て
行

わ
れ
る
こ
と
を
紹
介
。
一
定

の
評
価
を
す
る
考
え
を
示
し

た
上
で
、
「
引
き
続
き
、
国

に
対
し
て
強
く
申
し
入
れ
を

行
う
と
と
も
に
、
よ
り
効
果

的
な
活
用
方
法
を
提
案
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

協
議
を
開
始
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
「
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
の
協
議
結
果
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
、
法
令
改
正
も
視

野
に
強
く
働
き
掛
け
て
い

く
」
と
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
協
力
を
求
め
た
。

（
５
）
災
害
医
療
体
制
に

つ
い
て

秋
田
県
医
師
会
か
ら
の
、

①
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師
会
災

害
医
療
チ
ー
ム
）
の
基
本
編

研
修
の
実
習
内
容
の
短
縮
・

変
更
②
災
害
の
亜
急
性
期
か

ら
慢
性
期
を
担
う
医
療
チ
ー

ム
を
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
統
一

③
後
続
の
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（
災
害

派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
）
に

対
す
る
公
的
補
助

─
に
関

す
る
質
問
・
要
望
に
は
、
石

川
広
己
常
任
理
事
が
回
答
し

た
。ま

ず
、
①
に
つ
い
て
は
、

実
習
内
容
の
一
部
短
縮
・
変

更
の
希
望
が
あ
る
場
合
に
は

今
期
も
引
き
続
き
、
会
内
の

「
救
急
災
害
医
療
対
策
委
員

会
」
の
下
に
設
置
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
、
個
別
に
検
討
す
る
方
針

で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

②
の
提
案
に
対
し
て
は
、

都
道
府
県
医
師
会
が
災
害
急

性
期
以
降
や
慢
性
期
を
担
当

す
る
都
道
府
県
内
の
医
療
チ

ー
ム
を
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
ま

と
め
、
実
際
の
災
害
時
に
は

日
医
、
被
災
地
の
都
道
府
県

医
師
会
、
統
括
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に

よ
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
下
で

活
動
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国

に
よ
り
、
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
と
の
考
え
を
示
し

た
。

（
２
）
地
域
医
療
介
護
総

合
確
保
基
金
の
医
療
、
介

護
の
申
請
方
法
の
違
い
に

つ
い
て

宮
城
県
医
師
会
か
ら
の
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

の
医
療
、
介
護
の
申
請
方
法

の
違
い
に
関
す
る
質
問
に

は
、
江
澤
和
彦
常
任
理
事
が

回
答
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
同
基
金

の
介
護
分
に
つ
い
て
は
、「
介

（
３
）
新
生
児
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
費
用
の

国
庫
補
助
と
関
連
法
令
整

備
の
要
望

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
費
用
の
国
庫
補
助

と
関
連
法
令
の
整
備
を
求
め

る
兵
庫
県
医
師
会
か
ら
の
要

望
に
対
し
て
、
平
川
俊
夫
常

任
理
事
は
、
「
乳
幼
児
の
聴

覚
障
害
は
音
声
言
語
発
達
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

か
ら
、
全
て
の
新
生
児
を
対

象
と
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
が
無
償
で
提
供
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
地
域
に
よ
る

格
差
が
な
く
、
全
国
一
律
に

検
査
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

と
公
的
支
援
が
必
要
」
と
い

う
日
医
の
考
え
を
述
べ
た
。

更
に
、
昨
年
成
立
し
た
成

育
基
本
法
で
は
、
政
府
に
成

育
医
療
等
基
本
方
針
の
作
成

と
、
施
策
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
法
制
上
、
財
政
上

の
措
置
を
義
務
づ
け
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。日
医
と
し
て
、

同
方
針
の
重
要
項
目
に
新
生

児
聴
覚
検
査
事
業
を
盛
り
込

む
よ
う
、
強
く
働
き
掛
け
て

い
く
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
各
都
道
府
県

医
師
会
に
対
し
て
は
、
管
内

の
市
区
町
村
に
お
け
る
本
事

業
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
施
策
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な

活
動
を
求
め
た
。

（
４
）
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム

病
院
を
含
む
自
由
診
療
病

院
開
設
問
題
に
つ
い
て

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
病
院
を

含
む
自
由
診
療
病
院
開
設
問

題
に
対
す
る
日
医
の
見
解
を

問
う
神
奈
川
県
医
師
会
の
質

問
に
は
、
釜

敏
常
任
理
事

が
ま
ず
、
「
自
由
診
療
の
病

院
開
設
に
よ
り
、
地
域
で
の

医
療
人
材
の
引
き
抜
き
等
が

起
き
、
ま
た
、
保
険
医
療
機

関
へ
の
悪
影
響
に
よ
り
地
域

住
民
の
保
険
診
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
阻
害
さ
れ
、
か
つ
所

得
に
よ
り
格
差
が
広
が
る
恐

れ
が
あ
る
大
き
な
問
題
と
捉

え
て
お
り
、
病
床
非
過
剰
地

域
で
も
そ
の
参
入
に
一
定
の

歯
止
め
が
必
要
で
あ
る
」
と

指
摘
。

加
え
て
、
昨
年
の
医
療
法

等
の
改
正
に
よ
り
、
病
院
の

開
設
に
つ
い
て
は
、
①
「
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
に

諮
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
②
同
会
議
で
の
協
議

が
調
わ
な
い
場
合
に
は
、
都

道
府
県
医
療
審
議
会
、
都
道

府
県
知
事
の
判
断
に
よ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る

─
こ
と

を
説
明
し
、
同
会
議
で
の
徹

底
し
た
議
論
を
要
請
し
た
。

そ
の
上
で
、
自
由
診
療
の

病
院
に
一
定
の
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
既
に
厚
労
省
と

平成30年度第3回都道府県医師会長協議会
横
倉
会
長

（
２
面
に
続
く
）
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の
災
害
医
療
の
充
実
に
つ
な

が
る
と
の
考
え
を
示
し
、
理

解
を
求
め
た
。

③
の
要
望
に
対
し
て
は
、

先
遣
隊
と
同
じ
よ
う
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ

の
後
続
チ
ー
ム
へ
の
公
的
補

助
の
充
実
に
向
け
て
、
Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ
事
務
局
や
厚
労
省
と
も

協
議
の
上
、
２
０
２
０
年
度

以
降
の
政
府
予
算
に
盛
り
込

め
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
と
回
答
し
た
。

の
動
き
を
解
説
。

そ
の
結
果
、
診
療
報
酬
の

基
本
診
療
料
の
精せ

い

ち緻
化
や
設

備
投
資
へ
の
支
援
措
置
、
各

種
基
金
の
新
設
や
増
額
等
が

盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
現
時

点
に
お
い
て
全
体
で
「
医
療

に
係
る
消
費
税
問
題
」
が
解

決
さ
れ
た
と
の
考
え
を
改
め

て
示
し
、
理
解
を
求
め
た（
本

紙
第
１
３
７
７
号
詳
報
）。

同
常
任
理
事
は
、
最
後
に
、

「
今
後
も
地
域
医
療
を
支
え

る
医
療
機
関
の
経
営
が
安
定

し
、
地
域
の
人
々
が
新
た
な

医
療
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
医
業
に
係
る
税
制
上

の
課
題
の
解
決
を
引
き
続
き

政
府
に
求
め
て
い
く
」
と
述

べ
、
都
道
府
県
医
師
会
の
更

な
る
支
援
を
求
め
た
。

（
９
）
医
師
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て

昨
年
６
月
29
日
に
働
き
方

改
革
関
連
法
が
成
立
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
松
本
常
任
理

事
が
、
医
師
以
外
の
医
療
機

関
で
働
く
人
達
に
適
用
と
な

る
事
項
（
①
労
働
時
間
に
関

す
る
制
度
の
見
直
し
②
１
人

１
年
当
た
り
５
日
間
の
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
義
務
づ
け

③
月
60
時
間
を
超
え
る
残
業

の
割
増
賃
金
率
の
引
き
上
げ

④
産
業
医
・
産
業
保
健
機
能

の
強
化
⑤
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
の
導
入
促
進
⑥
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
よ
り

働
き
や
す
く
す
る
た
め
の
制

度
の
拡
充
）
に
つ
い
て
説
明

し
、
注
意
を
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
は
、
宿
日
直
や

自
己
研け

ん

鑽さ
ん

の
取
り
扱
い
、
医

（
６
）
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
問
題
点
と
対
応

に
つ
い
て

国
が
行
お
う
と
し
て
い
る

在
宅
医
療
の
推
進
及
び
受
け

皿
づ
く
り
の
方
向
性
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
等
の
指
導
・
監

督
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
鹿

児
島
県
医
師
会
か
ら
の
質
問

に
は
、
江
澤
常
任
理
事
が
回

答
し
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
と
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
法

的
位
置
づ
け
や
両
者
が
共
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
等
を
説

明
し
た
上
で
、
「
日
医
と
し

て
も
、『
住
宅
型
』
に
お
い
て
、

必
要
以
上
の
過
剰
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
定

以
上
の
利
用
を
前
提
と
し
た

居
住
契
約
等
の
不
適
切
事
例

に
は
、
厳
粛
に
対
応
し
て
い

く
」
と
の
方
針
を
示
し
た
。

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
の

実
現
に
当
た
り
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
ポ
ス
ト
ア
キ

ュ
ー
ト
の
医
療
介
護
提
供
体

制
に
つ
い
て
、
介
護
行
政
担

当
者
や
介
護
団
体
等
の
関
係

者
を
交
え
た
議
論
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
今
後

の
在
宅
医
療
の
需
要
は
地
域

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て

く
る
と
指
摘
。
国
に
対
し
て
、

将
来
の
在
宅
医
療
や
介
護
の

必
要
量
の
推
計
を
要
請
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
「
医
療
計
画
は
都
道

府
県
が
策
定
し
、
介
護
保
険

事
業
計
画
は
市
町
村
が
策
定

す
る
こ
と
か
ら
、
医
療
と
介

護
の
両
分
野
に
つ
い
て
、
行

政
担
当
部
局
と
協
議
で
き
る

の
は
都
道
府
県
医
師
会
に
他

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
、
協

力
を
求
め
た
。

（
７
）
な
し
崩
し
的
な
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
拡
大
に
歯

止
め
を！

特
定
企
業
の
利
益
に
つ
な

が
り
、
偏
っ
た
受
療
行
動
を

助
長
し
か
ね
な
い
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
な
し
崩

し
的
な
拡
大
へ
の
対
応
を
求

め
る
山
口
県
医
師
会
か
ら
の

要
望
に
は
、
松
本
吉
郎
常
任

理
事
が
回
答
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
関
す
る
平
成
30

年
度
改
定
で
の
経
緯
と
し

て
、
中
医
協
に
お
け
る
日
医

の
主
張
や
、
未
来
投
資
会
議

な
ど
国
の
動
き
を
紹
介
し
た

上
で
、
「
特
別
な
ル
ー
ル
が

な
い
ま
ま
、
電
話
等
再
診
を

利
用
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い

る
実
態
も
あ
っ
た
た
め
、
ル

ー
ル
づ
く
り
を
行
う
必
要
が

あ
っ
た
」
と
説
明
。
議
論
の

結
果
、
厳
し
い
要
件
や
施
設

基
準
を
設
け
た
上
で
、
限
定

的
に
保
険
適
用
と
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
し
た
。

今
後
は
、
自
由
診
療
も
含

む
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切

な
実
施
に
関
す
る
指
針
」
に

関
す
る
改
訂
議
論
や
オ
ン
ラ

イ
ン
服
薬
指
導
の
要
件
に
関

す
る
議
論
に
つ
い
て
も
、
厳

し
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
と

強
調
。
「
中
医
協
で
は
、
前

回
改
定
で
保
険
導
入
し
た
こ

と
に
よ
る
医
療
現
場
の
影
響

を
調
査
・
検
証
し
た
上
で
、

次
回
改
定
に
向
け
た
議
論
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

今
後
も
慎
重
に
進
め
る
べ
き

で
あ
り
、
時
間
を
掛
け
て
し

っ
か
り
検
証
し
、
対
応
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

（
８
）
公
的
医
療
機
関
に

お
け
る
控
除
対
象
外
消
費

税
の
問
題

公
的
医
療
機
関
の
控
除
対

象
外
消
費
税
の
負
担
に
つ
い

て
の
山
口
県
医
師
会
か
ら
の

質
問
に
は
、
小
玉
常
任
理
事

が
回
答
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
「
医
療

機
関
の
健
全
な
経
営
が
あ
っ

て
こ
そ
、
地
域
医
療
が
守
ら

れ
る
。
そ
し
て
公
・
民
に
つ

い
て
区
別
す
る
こ
と
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
医
療
機
関
に
対
し

て
、
公
平
に
支
援
す
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
」
と
の
基

本
姿
勢
を
示
し
た
上
で
、
昨

年
８
月
に
控
除
対
象
外
消
費

税
問
題
の
解
決
に
向
け
、
日

医
、
日
本
歯
科
医
師
会
、
日

本
薬
剤
師
会
、
四
病
院
団
体

協
議
会
で
合
同
提
言
を
行
っ

て
以
降
の
日
医
及
び
医
療
界

師
の
時
間
外
労
働
規
制
な

ど
、
現
在
、
厚
労
省
の
「
医

師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

検
討
会
」
で
議
論
さ
れ
て
い

る
内
容
を
紹
介
。
そ
の
他
、

賃
金
等
請
求
権
に
関
す
る
労

働
基
準
法
の
見
直
し
に
向
け

た
議
論
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

に
触
れ
、
「
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

（
10
）
風
し
ん
の
抗
体
検

査
と
予
防
接
種
に
つ
い
て

釜

常
任
理
事
は
、
平
成

31
年
よ
り
３
年
間
、
昭
和
37

年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対

象
と
し
て
、
原
則
無
料
で
実

施
さ
れ
る
風
し
ん
対
策
（
①

抗
体
検
査
②
予
防
接
種
③
夜

間
・
休
日
の
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
に
つ
い
て
も
、
可
能

な
限
り
対
応
）
に
関
し
て
報

告
。
「
個
々
の
医
療
機
関
等

と
医
療
機
関
の
あ
る
市
区
町

村
で
契
約
を
締
結
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
順
次
拡
大
す
る

こ
と
で
全
国
ど
こ
で
も
抗
体

検
査
・
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
」
「
費
用

部
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と

な
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
地
域
医
療
の
特
性
等
を

踏
ま
え
た
審
査
が
行
え
る
よ

う
、
設
置
場
所
は
47
都
道
府

県
と
な
る

─
こ
と
な
ど
を

説
明
し
た
。

な
お
、
協
議
会
の
冒
頭
に

は
、
「
第
30
回
日
本
医
学
会

総
会
２
０
１
９
中
部
」
の
齋

藤
英
彦
会
頭
ら
か
ら
、
改
め

て
総
会
概
要
の
説
明
と
と
も

に
、
総
会
参
加
へ
の
協
力
依

頼
が
な
さ
れ
た
。

■
石
川
育
成
氏
（
元
日
医
理

事
・
元
日
医
代
議
員
会
議
長
） 訃　

報

１
月
２
日
、
死
去
、
88
歳
。

葬
儀
は
近
親
者
に
て
執
り
行

わ
れ
た
。

氏
は
昭
和
５
年
岩
手
県
の

出
身
。
昭
和
30
年
岩
手
医
科

大
学
医
学
部
卒
業
。
昭
和
43

年
石
川
外
科
麻
酔
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
開
業
。

岩
手
県
医
師
会
理
事
・
常

任
理
事
・
副
会
長
・
会
長
を

歴
任
後
、
平
成
30
年
６
月
か

ら
は
県
医
師
会
の
名
誉
会
長

を
務
め
た
。

平
成
８
年
４
月
か
ら
平
成

10
年
３
月
、
平
成
26
年
６
月

か
ら
平
成
28
年
６
月
ま
で
日

医
理
事
を
２
期
、
平
成
10
年

４
月
か
ら
平
成
16
年
３
月
ま

で
日
医
代
議
員
会
副
議
長
を

３
期
、
平
成
18
年
４
月
か
ら

平
成
24
年
３
月
ま
で
日
医
代

議
員
会
議
長
を
３
期
そ
れ
ぞ

れ
務
め
た
。

平
成
29
年
に
旭
日
中
綬
章

を
受
章
し
て
い
る
。

な
お
、
３
月
３
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
盛
岡
市
民
文

化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
マ
リ

オ
ス
内
）（
〒
020
─
０
０
４
５　

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通

２
丁
目
９
番
１
号
）
に
お
い

て
、
岩
手
県
医
師
会
主
催
に

よ
り
「
お
別
れ
の
会
」
が
執

り
行
わ
れ
る
予
定
。

請
求
・
支
払
い
に
関
し
て
は

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
・
国
民
健
康
保
険
中
央
会

が
代
行
す
る
」
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
協
力

を
求
め
た
（
右
掲
参
照
）
。

ま
た
、
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
三
宅
邦
明
厚
労
省
結
核

感
染
症
課
長
が
登
壇
し
、「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
今
年
、

来
年
に
更
な
る
流
行
が
起
き

な
い
よ
う
、
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
他

松
本
常
任
理
事
が
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の

組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

①
「
『
規
制
改
革
実
施
計
画

（
平
成
30
年
６
月
15
日
閣
議

決
定
）』
に
お
い
て
、『
支
部

の
最
大
限
の
集
約
化
・
統
合

化
の
実
現
』
を
前
提
に
集
約

化
の
在
り
方
を
検
証
し
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
法
案
提
出
を

行
う
（
平
成
31
年
措
置
）」

と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
行

わ
れ
る
②
支
部
が
廃
止
さ
れ

る
た
め
、
審
査
委
員
会
は
本

【平成31年1月15日時点における
  風しんの抗体検査と予防接種に関する

厚生労働省による追加的対策の概要】
1． 実施主体：市区町村
2． 実施期間：平成31年より3年間
3． 対象者：昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生

まれの男性（全国）
4． 実施内容（準備が整った自治体から以下の対策を順

次開始）：
（１）抗体検査の実施（原則無料）

①�市区町村より対象者に個別に書面を送付
し、抗体検査の受診勧奨を行う。
②�医療機関窓口等において上記書面を提示し
た者に対し、抗体検査を実施する。
③�①②の実施に当たっては、特定健診や事業
所健診の機会を活用できるようにするな
ど、抗体検査の実施体制を整備する。
※�③の実現のため、全国の市区町村と全国の
医療機関・健診機関との間で契約の締結が
必要。これらの契約を円滑に実現するため
の手段として、都道府県（または全国知事
会）と都道府県医師会等の団体を取りまと
め者として集合契約を締結することが想定
される。

（２）�予防接種の実施（原則無料）
※�予防接種法上の定期接種に位置づける。
①�抗体検査の結果、風しんに対する抗体価が
十分でない者に対し、個別に書面により接
種勧奨を行う。
②�接種勧奨の結果、接種を希望する者に対し、
MRワクチンの予防接種を実施する。

（３）�夜間・休日の抗体検査・予防接種についても、
可能な限り対応。

（
１
面
よ
り
）
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■■■■■■■■

新
年
に
当
た
っ
て
の

所
感
を
披ひ

れ

き瀝

■■■■■■■■

10
連
休
が

 

国
民
生
活
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
努
め
る

■■■■■■■■

平
成
31
年
度

 

税
制
改
正
大
綱
に
お
け
る

要
望
実
現
項
目
を
説
明

1
月
9
日

会
保
障
へ
の
改
革
が
進
め
ら

れ
る
中
、
昨
年
末
に
成
立
し

た
成
育
基
本
法
に
よ
り
少
子

化
対
策
を
一
層
強
化
す
る
こ

と
で
妊
娠
期
か
ら
成
人
ま
で

を
更
に
支
援
す
る
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
、

働
く
世
代
へ
の
産
業
保
健
等

の
充
実
を
図
り
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
よ
っ
て
高
齢
者
ま

で
切
れ
目
の
な
い
社
会
保
障

を
構
築
す
る
重
要
性
を
強

調
。
健
康
長
寿
社
会
の
実
現

に
は
、
か
か
り
つ
け
医
が
予

防
・
健
康
づ
く
り
に
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、
日
医
と
し
て
も

国
民
の
予
防
・
健
康
づ
く
り

に
更
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
た
。

ま
た
、
政
府
が
推
進
し
て

い
る
「Society 

5.0

」
を

踏
ま
え
、
急
速
に
進
歩
す
る

人
工
知
能
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
っ

た
新
し
い
技
術
を
安
全
を
担

保
し
な
が
ら
医
療
に
も
取
り

入
れ
て
い
く
べ
き
と
の
認
識

を
示
す
と
と
も
に
、Soci-

ety 
5.0

時
代
の
医
療
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
「
医
師
会

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」
な

ど
、
会
内
で
の
議
論
を
深
め

て
い
く
と
し
た
。

３
月
末
ま
で
に
政
府
が
取

り
ま
と
め
る
予
定
の
医
師
の

答
の
あ
っ
た
38
件
中
５
件

（
13
・
２
％
）
が
「
危
機
意

識
は
極
め
て
低
い
」
、
19
件

（
50
％
）
が
「
低
い
、
不
十
分
」

で
あ
っ
た
、
（
２
）
逆
に
危

機
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
る

と
評
価
さ
れ
た
の
は
６
県

で
、
都
道
府
県
医
師
会
と
あ

る
程
度
連
携
が
と
ら
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た

─

こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

「
考
え
ら
れ
る
課
題
」
と

し
て
、
日
医
か
ら
事
前
に
示

し
た
８
点
〔
①
中
央
省
庁
、

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
関
係

機
関
に
対
す
る
注
意
喚
起
、

連
携
の
要
請
②
救
急
搬
送
・

医
療
③
公
的
医
療
機
関
等
④

医
療
の
提
供
⑤
外
国
人
医
療

対
策
⑥
介
護
、
在
宅
医
療
分

野
⑦
テ
ロ
災
害
対
策
⑧
日
本

医
学
会
総
会
の
開
催
期
間

（
学
術
集
会
：
４
月
27
日
～

29
日
と
の
重
複
）
〕
に
つ
い

て
は
、
各
都
道
府
県
医
師
会

か
ら
、
お
お
む
ね
了
解
を
得

た
と
す
る
と
と
も
に
、
人
員

に
対
し
て
要
望
を
行
う
と
と

も
に
、
与
党
税
制
調
査
会
で

の
検
討
に
向
け
て
、
要
望
活

動
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た

こ
と
を
報
告
。

そ
の
結
果
、（
１
）「
控
除

対
象
外
消
費
税
問
題
の
解

決
」
に
向
け
た
要
望
に
つ
い

て
は
、
①
基
本
診
療
料
へ
の

精
緻
な
配
分
と
定
期
的
な
検

証
に
よ
る
対
応
②
新
た
な
二

つ
の
特
別
償
却
制
度
を
含
め

た
設
備
投
資
へ
の
支
援
措
置

─
が
記
載
さ
れ
た
、（
２
）

「
制
度
の
創
設
」
に
つ
い
て

は
、
個
人
版
事
業
承
継
税
制

が
創
設
さ
れ
、
個
人
立
医
療

機
関
の
贈
与
税
・
相
続
税
に

横
倉
義
武
会
長
は
、
今
年

初
め
て
の
定
例
記
者
会
見
に

臨
み
、
新
年
に
当
た
っ
て
の

所
感
を
述
べ
た
。

同
会
長
は
ま
ず
、
昨
年
、

西
日
本
を
中
心
と
す
る
記
録

的
な
豪
雨
や
近
畿
地
方
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
超
大
型
台
風
、
北
海
道

胆
振
地
方
で
発
生
し
た
地
震

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が

相
次
い
だ
こ
と
に
触
れ
、
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
や
支
援
金
に

お
い
て
、
会
員
を
始
め
多
く

の
方
々
に
協
力
し
て
頂
い
た

こ
と
に
対
し
、
謝
意
を
表
し

た
。そ

の
上
で
、
統
一
地
方
選

挙
と
参
議
院
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
る
12
年
に
一
度
の
選
挙

の
年
で
あ
る
本
年
は
、
重
要

な
案
件
が
目
白
押
し
で
あ
る

と
し
、
「
困
難
な
問
題
に
対

し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
し
な

や
か
さ
を
兼
ね
備
え
な
が
ら

臨
機
応
変
に
改
革
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
人
生
１
０
０
年
時

代
に
向
け
て
、
全
世
代
型
社

小
玉
弘
之
常
任
理
事
は
、

「
天
皇
の
即
位
の
日
及
び
即

位
礼
正
殿
の
儀
の
行
わ
れ
る

日
を
休
日
と
す
る
法
律
」
が

成
立
し
、
４
月
27
日
か
ら
５

月
６
日
ま
で
が
10
連
休
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
日
医

が
都
道
府
県
医
師
会
を
対
象

と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、

10
連
休
が
国
民
生
活
に
支
障

を
来
さ
な
い
よ
う
、
対
応
し
て

い
く
方
針
を
改
め
て
示
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
、
（
１
）
昨
年
12
月
28
日

ま
で
に
40
件
の
回
答
が
あ
っ

た
が
、
都
道
府
県
行
政
の
危

機
意
識
が
概
し
て
低
く
、
都

道
府
県
医
師
会
に
よ
る
評
価

は
、
こ
の
設
問
に
対
す
る
回

働
き
方
改
革
に
関
す
る
改
革

案
に
お
い
て
は
、
「
地
域
医

療
の
継
続
性
」
と
「
医
師
の

健
康
へ
の
配
慮
」
の
両
立
の

観
点
か
ら
議
論
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

「
勤
務
環
境
改
善
に
よ
り
労

働
時
間
の
短
縮
に
取
り
組
む

が
、
上
限
時
間
の
設
定
次
第

で
は
地
域
医
療
確
保
に
必
要

な
労
働
時
間
と
の
間
に
乖か

い

り離

が
生
じ
、
地
域
医
療
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
『
連
続

勤
務
時
間
制
限
』
『
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
』『
代

償
休
暇
』
の
義
務
化
等
を
条

件
に
、
こ
の
乖
離
し
た
部
分

を
考
慮
し
た
対
応
が
必
要
で

あ
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

更
に
、
４
月
の
統
一
地
方

選
挙
に
つ
い
て
、
「
選
挙
を

通
じ
て
地
域
に
お
い
て
医
療

政
策
が
浸
透
す
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。
統
一
地
方
選
挙

に
お
い
て
保
守
が
割
れ
た

り
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
、
そ
の
後
に
続
く
参

議
院
議
員
選
挙
に
直
結
す
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
述
べ
た
他
、

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に

お
い
て
も
、
社
会
保
障
に
造ぞ

う

詣け
い

の
深
い
議
員
が
多
く
当
選

す
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ

た
。今

後
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
率
10
％
引
き
上
げ
後
の
社

会
保
障
の
在
り
方
の
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
人
生
１
０
０

年
時
代
に
向
け
て
国
民
全
体

で
合
意
の
上
、
納
得
を
得
ら

れ
る
負
担
と
給
付
を
導
き
出

す
べ
き
と
す
る
一
方
、
11
月

頃
か
ら
本
格
化
す
る
予
算
編

成
に
向
け
、
「
国
民
が
必
要

と
す
る
医
療
が
過
不
足
な
く

提
供
さ
れ
、
医
師
を
含
む
医

療
関
係
者
が
働
き
方
改
革
に

基
づ
い
て
健
康
に
働
け
る
環

境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
人
件
費
の
在
り
方
を
示

し
、
政
府
・
与
党
に
理
解
を

求
め
て
い
く
」
と
の
意
向
を

示
し
た
。

横
倉
会
長
は
、
最
後
に
、

「
急
激
な
環
境
の
変
化
の
中

で
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
医

療
の
本
質
の
部
分
と
、
技
術

の
進
歩
に
応
じ
て
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

を
し
っ
か
り
と
峻
別
し
、
医

師
会
が
先
頭
に
立
っ
て
政
策

を
推
進
し
て
い
く
」
と
の
抱

負
を
述
べ
た
。

確
保
や
、
卸
・
調
剤
等
を
含

む
関
連
事
業
者
と
一
体
と
な

っ
た
体
制
づ
く
り
と
い
う
課

題
の
指
摘
や
、
公
立
・
公
的

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
政
策

医
療
の
観
点
か
ら
、
民
間
医

療
機
関
と
の
役
割
分
担
を
前

提
と
し
て
、
10
連
休
対
策
を

求
め
る
意
見
も
あ
っ
た
こ
と

を
紹
介
。
「
特
に
、
初
期
・

二
次
救
急
医
療
に
つ
い
て

は
、
通
常
よ
り
も
手
厚
い
体

制
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
を
見
る
と
、
通
常
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と
同

様
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
地

域
が
多
く
、
一
部
で
は
、
体

制
強
化
を
図
る
所
も
見
ら
れ

た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、厚
生
労
働
省
と
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
前
か
ら

協
議
を
重
ね
、
危
機
意
識
を

省
内
全
体
で
共
有
し
て
も
ら

う
こ
と
に
力
を
注
ぐ
と
と
も

に
、
全
国
の
都
道
府
県
や
市

区
町
村
行
政
に
対
す
る
危
機

意
識
の
啓
発
、
連
休
中
の
医

療
提
供
体
制
の
構
築
の
た

め
、
通
知
の
発
出
や
調
査
の

実
施
を
要
請
し
て
き
た
こ
と

な
ど
を
説
明
。
「
厚
労
省
に

は
引
き
続
き
、
都
道
府
県
・

市
区
町
村
行
政
が
、
地
域
医

師
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
を
要
請
し
て
い
く
と
と

も
に
、
関
係
省
庁
と
も
情
報

共
有
し
、
全
国
的
な
体
制
構

築
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

し
た
。

お
い
て
一
定
の
措
置
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
他
、
防

災
・
減
災
設
備
へ
の
投
資
に

つ
い
て
、
個
人
立
医
療
機
関

に
適
用
可
能
な
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、

（
３
）「
制
度
の
存
続
」
に
つ

い
て
は
、
「
社
会
保
険
診
療

報
酬
に
対
す
る
事
業
税
非
課

税
、
医
療
法
人
の
自
由
診
療

分
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、

特
別
法
人
と
し
て
の
軽
減
税

率
」
及
び
「
い
わ
ゆ
る
四
段

階
制
（
社
会
保
険
診
療
報
酬

の
所
得
計
算
の
特
例
措
置
）」

の
存
続
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら

れ
た
、（
４
）「
制
度
の
延
長

等
」
に
つ
い
て
は
、
中
小
企

業
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る

一
連
の
税
制
措
置
が
適
用
要

件
の
見
直
し
等
を
伴
っ
て
２

年
延
長
さ
れ
た

─
と
説
明

し
た
。

ま
た
、（
１
）に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
ら
の
要
望
が
記
載
さ

れ
た
こ
と
で
、
非
課
税
制
度

の
現
時
点
に
お
い
て
、
全
体

で
、
医
療
に
係
る
消
費
税
問

題
が
解
決
し
た
」
と
の
考
え

を
改
め
て
表
明
。

加
え
て
、
検
討
事
項
と
し

て
記
載
さ
れ
た
「
小
規
模
企

業
等
に
係
る
税
制
の
在
り
方

の
検
討
」
に
つ
い
て
は
、
給

与
所
得
控
除
な
ど
の
「
所
得

の
種
類
に
応
じ
た
控
除
」
と

「
人
的
控
除
」
の
在
り
方
を

全
体
と
し
て
見
直
す
こ
と
を

含
め
、
所
得
税
・
法
人
税
を

通
じ
て
総
合
的
に
検
討
す
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
規
模
医
療
機
関
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
方
向
に
検
討
が

向
か
っ
て
い
く
の
か
、
注
視

し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

小
玉
常
任
理
事
は
、
日
医

が
昨
年
８
月
に
「
平
成
31
年

度
医
療
に
関
す
る
税
制
改
正

要
望
」
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
16
項
目
の
う
ち
、
与
党
が

同
年
12
月
14
日
に
決
定
し
た

「
平
成
31
年
度
税
制
改
正
大

綱
（
自
由
民
主
党
・
公
明

党
）
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
要

望
実
現
項
目
（
詳
細
は
日
医

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
」
参
照
）
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

日
医
が
取
り
ま
と
め
た
16
項

目
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
厚
労
省

を
始
め
と
す
る
関
係
各
方
面
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平成30年度日医会員数調査結果まとまる
会員総数は６年連続で増加

　日医は、昨年12月18日開催の平成30年度第10回理事会で、日医会
員数調査の結果（平成30年12月1日現在）を報告した。
　それによると、会員総数は171,150人で、対前年比951人増、平成25
年度から6年連続で増加していることが明らかとなった。
　会員数の内訳は、A①会員83,414人（構成割合48.7％）、A②会員（B）
会員39,037人（同22.8％）、A②会員（C）会員1,800人（同1.1％）、B
会員43,650人（同25.5％）、C会員3,249人（同1.9％）となっている。
　A①会員は120名の減少となったが、本年度より日医医賠責保険料
の引き下げに伴う会費の改定が行われたこと等により、A②会員（B）、
A2会員（C）がそれぞれ435名、426名の増加となった。
　また、A②会員（C）、C会員に関しては、日医の会費無料化に伴う
効果が表われている都道府県も見られた。
　なお、A①会員の内訳は、病院開設者が4,133人（構成割合5.0％）、
診療所開設者が70,915人（同85.0％）、管理者が6,894人（同8.3％）、
その他が1,472人（同1.8％）となっている。
　今回の結果を受けて、総務担当の小玉弘之常任理事は「横倉義武会
長の組織強化の方針の下、全国の医師会の協力により平成29年度に初
めて17万人を超えることができたが、平成30年度も勤務医の入会が
寄与することで会員数を増加させることができた。来年度も引き続き、
組織強化に取り組んでいきたい」としている。

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

5,855
1,262
1,643
3,389
1,560
1,562
2,682
2,493
2,236
2,038
6,927
3,922
19,287
8,969
3,312
1,172
1,191
1,045
1,035
2,187
2,767
4,157
9,980
2,349
1,250
3,086
16,257
8,629
1,863
1,529
715
911
2,492
5,583
2,027
1,497
1,778
2,740
1,313
8,625
1,476
3,316
3,085
2,134
1,810
3,973
2,041

合　計

構成割合（%）

171,150

100.0

都道府県
医師会 総数

2,229
670
682
1,456
596
678
1,076
1,385
1,154
1,298
3,549
2,938
9,911
5,460
1,238
684
701
449
532
1,224
1,284
2,249
4,635
1,188
842
2,159
7,543
4,545
1,037
909
399
475
1,348
2,273
1,081
642
722
1,040
496
3,926
636
1,173
1,308
875
788
1,168
763

83,414

48.7

Ａ①会員

1,669
265
255
975
136
225
578
517
339
428
1,002
546
2,464
1,267
493
139
251
284
108
407
271
685
1,258
463
186
514
5,994
2,538
328
377
141
242
474
2,566
533
347
444
1,208
498
1,573
440
1,421
697
386
314
2,245
546

39,037

22.8

Ａ②会員（B）

6
3
27
72
7
3
0
4
0
5
13
4

165
153
13
32
81
4
0
0
1
0

107
5
0
27
421
118
0
1
6
4
3

175
30
0
0
61
20
85
8
7
12
1
3
90
23

1,800

1.1

Ａ②会員（C）

1,800
219
573
844
748
639
889
481
599
307
2,250
433
6,682
1,948
1,459
315
138
253
351
554
1,113
1,189
3,419
504
222
364
2,286
1,417
498
235
163
187
660
542
353
507
599
403
299
2,698
375
595
990
862
596
470
622

43,650

25.5

Ｂ会員

151
105
106
42
73
17
139
106
144
0

113
1
65
141
109
2
20
55
44
2
98
34
561
189
0
22
13
11
0
7
6
3
7
27
30
1
13
28
0

343
17
120
78
10
109
0
87

3,249

1.9

Ｃ会員
会　　員　　数

Ａ① ： 病院・診療所の開設者、管理者及びそれに準ずる会員
Ａ②（B） ： 上記Ａ①会員及びＡ②会員（C）以外の会員
Ａ②（C） ： 医師法に基づく研修医
Ｂ ： 上記Ａ②会員（B）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した
  会員
Ｃ ： 上記Ａ②会員（C）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した
  会員

日本医師会会員数調査 （平成30年12月1日現在）

日医医師賠償責任保険制度の
                     充実に向けて意見交換

平成30年度都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会

平
成
30
年
度
都
道
府
県
医

師
会
医
事
紛
争
担
当
理
事
連

絡
協
議
会
が
昨
年
12
月
13

日
、
日
医
会
館
小
講
堂
で
開

催
さ
れ
た
。

担
当
の
城
守
国
斗
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
の

あ
い
さ
つ
で
横
倉
義
武
会
長

（
松
原
謙
二
副
会
長
代
読
）

は
、
ま
ず
、
46
年
目
を
迎
え

た
日
医
医
師
賠
償
責
任
保
険

（
以
下
、
日
医
医
賠
責
保
険
）

制
度
や
、
医
療
事
故
調
査
制

度
に
お
け
る
「
支
援
団
体
」

と
し
て
の
取
り
組
み
に
対
す

る
各
都
道
府
県
医
師
会
の
担

当
役
員
の
協
力
に
謝
意
を
示

し
た
。
そ
の
上
で
、
「
平
成

30
年
４
月
か
ら
勤
務
医
・
研

修
医
の
医
賠
責
保
険
料
改
定

に
伴
い
、
会
費
の
引
き
下
げ

を
行
っ
た
結
果
、
初
年
度
か

ら
確
実
に
若
手
勤
務
医
の
加

入
が
増
え
て
い
る
」
と
し
、

会
費
引
き
下
げ
後
の
加
入
状

況
を
具
体
的
な
数
字
を
交
え

な
が
ら
紹
介
。
「
各
都
道
府

県
医
師
会
か
ら
大
学
や
病
院

へ
働
き
掛
け
て
頂
い
た
こ
と

が
加
入
促
進
に
有
効
で
あ
っ

た
」
と
し
て
、
一
層
の
協
力

を
求
め
た
。

更
に
、「
日
医
医
賠
責
保
険

制
度
は
会
員
に
と
っ
て
、
不

幸
に
し
て
医
療
事
故
が
発
生

し
た
際
の
『
安
心
の
支
柱
』
で

あ
る
」
と
強
調
し
、
よ
り
多
く

の
会
員
が
安
心
し
て
医
療
が

行
え
る
よ
う
に
引
き
続
き
努

力
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
、
担
当
事
務
局
か

ら
、
日
医
医
賠
責
保
険
制
度

の
運
営
に
関
す
る
経
過
及
び

同
制
度
に
お
け
る
介
護
医
療

院
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
前
田
順
司
甲
南
大

学
法
科
大
学
院
教
授
（
元
東

京
高
等
裁
判
所
部
総
括
判

事
）
が
「
医
事
紛
争
と
民
事

責
任
─
医
療
過
誤
訴
訟
の
審

理
構
造
と
判
断
構
造
─
」
と

題
し
、
医
療
機
関
が
民
事
訴

訟
を
起
こ
さ
れ
た
場
合
の
流

れ
や
判
断
基
準
、
難
解
な
専

門
用
語
等
に
つ
い
て
解
説
。

同
教
授
は
、
「
改
正
民
法

が
２
０
２
０
年
４
月
に
施
行

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
医
療

過
誤
の
判
断
構
造
は
従
前
と

変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
今
後
の
裁
判
例
が

注
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
民

法
改
正
の
影
響
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

そ
の
後
、
日
医
参
与
で
あ

る
畔
柳
達
雄
弁
護
士
が
「
医

療
紛
争
と
刑
事
責
任
─
『
重

大
な
医
療
事
故
』
と
『
刑
事

責
任
』及
び『
損
害
の
塡
補
』」

と
題
し
、
弁
護
士
視
点
で
の

医
療
事
故
の
見
方
や
デ
ー
タ

か
ら
見
る
刑
事
医
療
裁
判
に

つ
い
て
の
歴
史
的
経
緯
や
現

況
を
説
明
し
た
。

同
弁
護
士
は
、
「
医
療
紛

争
が
最
も
こ
じ
れ
る
の
は
、

医
療
機
関
が
逃
げ
た
場
合
で

あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、

「
責
任
を
持
っ
て
話
を
で
き

る
立
場
の
者
が
、
正
面
に
立

っ
て
対
応
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

神
奈
川
・
富
山
・
福
岡
・

愛
知
の
４
県
医
師
会
か
ら
の

質
問
並
び
に
意
見
・
要
望
事

項
で
は
、
（
１
）
日
医
医
賠

責
保
険
制
度
に
お
け
る
長
期

事
案
の
終
了
報
告
書
の
提
出

時
期
、
（
２
）
１
０
０
万
円

免
責
部
分
の
取
り
扱
い
、

（
３
）
裁
判
所
へ
の
意
見
書

提
出
の
際
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
、
（
４
）
医
療
事
故
調
査

制
度
に
お
け
る
地
方
協
議
会

に
係
る
経
費
の
取
り
扱
い

─
等
に
関
す
る
意
見
・
要

望
に
対
し
、
城
守
常
任
理
事

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
回
答
を
行
っ

た
。

続
い
て
同
常
任
理
事
が
、
医

療
事
故
調
査
制
度
に
関
す
る

報
告
と
し
て
、
同
制
度
開
始

か
ら
こ
れ
ま
で
の
報
告
件
数

や
相
談
件
数
な
ど
、
医
療
事

故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が

公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
等
を

基
に
現
状
を
説
明
。
現
在
は

一
日
に
約
１
件
の
ペ
ー
ス
で

報
告
が
行
わ
れ
て
お
り
、
病

床
数
が
多
い
ほ
ど
報
告
件
数

が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
10
月

か
ら
実
施
予
定
の
医
療
事
故

調
査
費
用
保
険
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
説
明
を
行
い
、
①

対
象
医
療
機
関
（
会
員
）
の

拡
大
②
保
険
金
支
払
費
目
の

拡
大

─
か
ら
成
る
見
直
し

内
容
を
紹
介
し
た
（
本
紙
第

１
３
７
５
号
参
照
）
。

出
席
者
は
89
名
で
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
18

県
医
師
会
に
も
中
継
を
行
っ

た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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受賞者の紹介

　三代、120年にわたって地域住民の医療・保健・福祉
の向上を牽引。「地域医療」という言葉が一般的でない
時代から地域住民に寄り添う姿勢を貫き、山間の豪雪地
域を4輪駆動車で昼夜を問わず訪問診療を行い、働いて
いる人達も受診できるように「日曜診療」も継続している。
　阪神・淡路大震災発生時には、率先して避難所となっ
ていた神戸市の小学校に入り、医務活動に当たった他、
県会議員を通算5期務め、県の医療政策の策定にも貢献
した。

大
お お さ と

里 祐
ゆ う い ち

一 医師

82歳　秋田県
大里医院理事長

　「患者さんと家族の気持ちに最期まで寄り添う医療」
「頼まれれば断らない訪問診療」をモットーに多施設・
多職種と連携の下、在宅医療を実践。在宅医療推進連携
拠点「かもめ広場」を開設し、横須賀市と共に、在宅医
療の推進に組織的に取り組んできた。
　また、共助に着目し「支援する」「支援される」関係を構
築し、“最期までわが家で過ごせるまちづくり”をライフ
ワークとして、医院に「みんなあつまるしろいにじの家」
を併設し、その実現に向け継続的な挑戦を続けている。

千
ち ば

場 　純
じゅん

 医師

69歳　神奈川県
三輪医院院長

　治療困難で生活障害の重い神経難病の在宅療養患者に
対する退院後の在宅ケアの重要性を早くから認識し、昭
和53年に勤務していた病院に「継続医療室」を開設。ALS
等の患者に対する訪問看護と往診を開始し、地域の医師、
保健師、ヘルパーと協働の下、在宅医療を提供してきた。
　その後、訪問看護ステーションと在宅介護支援センタ
ー（現在は居宅介護支援事業所）を併設した現医院を設
立し、地域における退院後の受け皿の役割を担い続けて
いる。

堀
ほ り か わ

川 　楊
よ う

 医師

78歳　新潟県
堀川内科・神経内科医院理事長

　往診を求められれば、いつでも、どこでも、誰の元に
でも駆け付け、24時間体制でお産から手術まで対応し
てきた。昨年まで村内4つの診療所を回り、山間部の地
域医療を支え続け、93歳になった今も現役で介護老人
保健施設に従事。幅広い医療技術、知識で住民の信頼も
厚く、三代、四代続けて氏をかかりつけ医とする世帯も
多い。
　「患者は家族のような存在」をモットーに、身体だけ
でなく、患者の心も見つめながら一人ひとりに寄り添っ
た医療を実践する村の名物先生。

橋
は し が み

上 好
よ し ろ う

郎 医師

93歳　長野県
医療法人 健生会理事長

　球磨郡内に2カ所しかない有床診療所の一つを、六代
目として継承。先祖代々、情熱をもって地域に密着した
医療活動を実践し、昼夜を問わず、遠い山間部であって
も往診を続けてきた。
　開業当初より園医、学校医、嘱託医を担うだけでなく、
介護保険制度のなかった時代に、何度も県庁に掛け合う
など、特別養護老人ホームや介護老人保健施設の設立に
向けて奔走した。その他、自院の敷地内に子ども達のた
めの言語診療科を併設し、発育支援も行っている。

緒
お が た

方 俊
しゅんいちろう

一郎 医師

77歳　熊本県
緒方医院院長

第7回 受賞者が
        決定

日本医師会

城
守
国
斗
常
任
理
事
は
１

月
９
日
の
定
例
記
者
会
見

で
、
第
７
回
「
日
本
医
師
会　

赤
ひ
げ
大
賞
」
の
受
賞
者
５

名
が
決
定
し
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

本
賞
は
、「
地
域
の
医
療
現

場
で
長
年
に
わ
た
り
、
健
康

を
中
心
に
地
域
住
民
の
生
活

を
支
え
て
い
る
医
師
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
活
動
を

顕
彰
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
て
、
平
成
24
年
に
日
医
と

産
経
新
聞
社
の
主
催
に
よ
り

創
設
し
た
も
の
で
、
第
６
回

か
ら
は
太
陽
生
命
保
険
株
式

会
社
が
特
別
協
賛
し
て
い
る
。

昨
年
11
月
29
日
に
開
催
し

た
選
考
会
で
受
賞
者
の
選
考

を
行
い
、
19
都
府
県
医
師
会

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
20
名
の

先
生
方
の
中
か
ら
、
秋
田
県

医
師
会
推
薦
の
大
里
祐
一
先

生
、
神
奈
川
県
医
師
会
推
薦

の
千
場
純
先
生
、
新
潟
県
医

師
会
推
薦
の
堀
川
楊
先
生
、

長
野
県
医
師
会
推
薦
の
橋
上

好
郎
先
生
、
熊
本
県
医
師
会

推
薦
の
緒
方
俊
一
郎
先
生
の

５
名
（
順
列
は
北
か
ら
）
に

決
定
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
「
今
回

の
受
賞
者
も
こ
れ
ま
で
の
受

賞
者
と
同
様
に
、
優
れ
た
活

躍
を
さ
れ
て
い
る
方
々
ば
か

り
で
あ
る
」
と
述
べ
、
受
賞

者
の
功
績
を
称
え
た
。

受
賞
者
決
定
を
受
け
て
、

横
倉
義
武
会
長
は
、
「
候
補

者
を
ご
推
薦
頂
い
た
都
府
県

医
師
会
の
会
長
に
は
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
候
補
者
は
皆

す
ば
ら
し
い
先
生
方
で
、
選

考
は
困
難
を
極
め
た
と
聞
い

て
い
る
。
各
都
道
府
県
医
師

会
長
に
は
、
次
回
以
降
も
ぜ

ひ
ご
協
力
頂
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

ま
た
、
今
回
の
受
賞
者
に

つ
い
て
は
、
「
ま
さ
に
〝
赤

ひ
げ
大
賞
〟
の
受
賞
者
に
ふ

さ
わ
し
い
方
々
で
あ
り
、
本

賞
受
賞
を
契
機
と
し
て
引
き

続
き
地
域
医
療
に
ご
尽
力
願

い
た
い
」
と
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
、
３
月
15
日
に
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
（
本
紙
で

詳
報
予
定
）。

順列は北から。受賞者の年齢は2019年1月9日現在。

「
働
き
方
」に
関
す
る
詳
細
・
お
悩
み
は
各
都
道
府
県
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

改
正
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「『
働
き
方
改
革
』の
実
現
に
向
け
て
」を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

本
年
４
月
１
日
よ
り「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
!!

羽毛田信吾（昭和館館長／宮内庁参与）
向井千秋（宇宙航空研究開発機構特別参与／東京理科大学特任副学長）
檀　ふみ（女優）
ロバート・キャンベル（国文学研究資料館館長）
吉田　学（厚生労働省医政局長）
小玉弘之（日医常任理事）
城守国斗（日医常任理事）
松本　肇（産経新聞社取締役）
河合雅司（産経新聞社論説委員）

「日本医師会　赤ひげ大賞」選考委員 （順不同・敬称略）

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ

た
原
子
爆
弾
は
20
万
人
以
上

の
市
民
を
無
差
別
に
殺
害

し
、
更
に
多
く
の
人
々
を
原

爆
後
障
害
に
よ
り
苦
し
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は

東
西
両
陣
営
の
対
立
が
深
ま

る
と
と
も
に
核
兵
器
開
発
を

加
速
し
、
両
陣
営
が
数
万
発

の
核
兵
器
を
保
有
す
る
に
至

っ
た
。

一
旦
核
戦
争
が
始
ま
れ
ば

人
類
が
滅
亡
し
か
ね
な
い
。

こ
の
よ
う
な
冷
戦
の
只た

だ
な
か中

に

米
国
と
ソ
連
の
高
名
な
心
臓

内
科
医
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー

ド
・
ラ
ウ
ン
博
士
と
エ
フ
ゲ

ニ
ー
・
チ
ャ
ゾ
フ
博
士
が
中

心
と
な
っ
て
、
医
師
の
立
場

か
ら
核
戦
争
を
防
止
す
る
国

際
組
織
が
１
９
８
０
年
に
設

立
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
ラ
ウ
ン
博
士

は
、
不
整
脈
重
症
度
のLown

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際 

医
師
会
議
）
の
活
動
に
つ
い
て

―
広
島
県
医
師
会
―

分
類
を
つ
く
り
、
ま
た
今
日

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
繋つ

な

が
る
Ｑ
Ｒ
Ｓ

波
同
期
直
流
電
気
除
細
動
器

の
基
礎
を
完
成
さ
せ
た
業
績

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
２
人
を
中
心
に
設
立

さ
れ
た
組
織
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

（International 
Physi-

cians 
for 

the 
Preven-

tion 
of 

Nuclear 
War

：

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会

議
）
は
、
世
界
各
国
に
存
在

す
る
医
師
組
織
の
国
際
的
連

盟
で
あ
り
、
核
兵
器
廃
絶
と

核
戦
争
防
止
を
共
通
の
目
標

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
特

定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
党

の
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
を

信
条
に
、
核
戦
争
の
脅
威
に

対
し
、
医
療
専
門
家
と
し
て

正
し
い
知
識
の
普
及
に
努
め

て
い
る
。

現
在
、
世
界
61
カ
国
に
支

部
が
あ
り
、
医
師
、
医
学
生
、

医
療
従
事
者
な
ど
の
会
員
は

展
示
を
行
い
、

核
兵
器
の
非

人
道
性
を
世

界
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
核
兵

器
廃
絶
へ
の

後
押
し
を
続

け
て
い
る
。

２
０
１
４

年
に
は
、「
日

本

支

部

学

生
・
若
手
医

師
部
会
」
を

設
立
し
、
若

い
世
代
へ
活

動
の
バ
ト
ン

を
渡
せ
る
よ

う
積
極
的
に

支
援
を
行
っ

て
お
り
、
現

在
で
は
若
手

医
師
が
原
動

力
と
な
っ
て

活
動
が
再
活

性
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

２
０
１
７

年
５
月
に
は

横
倉
義
武
会

長
（
同
年
10
月
よ
り
２
０
１

８
年
10
月
ま
で
世
界
医
師
会

長
）
が
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日
本
支

部
代
表
支
部
長
に
就
任
し
、

同
年
９
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ

ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
で
ス
ピ
ー
チ

を
行
っ
た
（
本
紙
第
１
３
３

８
号
・
第
１
３
４
６
号
既
報
）
。

横
倉
会
長
の
呼
び
掛
け
で

日
本
支
部
の
活
動
に
も
弾
み

が
つ
き
、
佐
賀
・
鹿
児
島
・

秋
田
・
岡
山
・
大
分
の
各
県

医
師
会
で
新
た
な
支
部
が
創

設
さ
れ
た
。
現
在
、
支
部
の

な
い
都
道
県
に
お
い
て
も
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
活
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
頂
き
、
ご
参
画
を

願
い
た
い
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日
本
支
部
の

活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

同
支
部
の
Ｈ
Ｐ
（http://

www.hiroshima.med.

or.jp/ippnw/

）
を
ご
覧
頂

き
た
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
日
本
支
部
事
務
局
（
広

島
県
医
師
会
内　

082
─

５

６
８
─

１
５
１
１
、

082
─

５

６

８
─

２

１

１

２
、

ippnw-japan@hiroshima.

med.or.jp

）

数
十
万
人
に
上
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
第
１
回
世

界
大
会
は
１
９
９
１
年
米
国

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
エ
ア
リ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
以
後
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
（
イ
ギ
リ
ス
）
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン

ダ
）
、
エ
ス
ポ
ー
（
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
）
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
（
ハ

ン
ガ
リ
ー
）
と
各
地
で
世
界

大
会
を
行
い
、
医
師
と
し
て

核
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
破
滅
的
結
果
に
つ
い
て

知
識
を
広
め
、
人
々
の
認
識

を
高
め
る
活
動
を
続
け
た
。

そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
１

９
８
５
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日
本
支
部
は

広
島
・
長
崎
両
県
医
師
会
が

中
心
と
な
っ
て
１
９
８
２
年

に
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
広

島
、
長
崎
、
奈
良
、
京
都
、
福

島
、
大
阪
、
青
森
、
山
口
、
岐

阜
、
三
重
、
島
根
に
府
県
支
部

を
置
き
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界

大
会
や
北
ア
ジ
ア
地
域
会
議

で
「
原
爆
被
爆
の
実
態
と
放

射
線
被
曝
の
後
障
害
」
に
つ

い
て
教
育
講
演
や
ポ
ス
タ
ー

IPPNWロゴと
ノーベル平和賞受賞のマーク

2017年度総会より横倉会長がIPPNW日本支部代表支部長に就任した
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秋田県
秋田市医師会報
No.562より

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
バ
ー
ド

木
村
　
善
明

広島県
広島市医師会だより
No.620より

白
黒
か
ら
カ
ラ
ー
ヘ

佐
久
間
　
修

新潟県
新潟市医師会報
No.565より

二
人
だ
け
の
、ヒ
、ミ
、ツ

阿
部
　
尚
平

長
男
、
二
男
が
高
校
を
卒

業
し
三
男
だ
け
が
家
に
残
っ

て
い
た
２
０
１
３
年
初
め
の

頃
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
家
に

帰
る
と
そ
れ
は
何
の
前
触
れ

も
な
く
家
に
い
た
。
近
所
の

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
妻
と
三

男
が
大
好
き
な
犬
を
見
に
行

っ
て
、
二
人
と
も
一
目
惚
れ

し
て
買
っ
て
き
た
の
は
な
ぜ

か
犬
で
は
な
く
黄
色
の
セ
キ

セ
イ
イ
ン
コ
だ
っ
た
。

く
ち
ば
し
に
傷
が
つ
い
て

い
た
の
で
、
二
千
数
百
円
が

１
０
０
０
円
に
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
て
い
た
と
の
こ

と
。
鳥
が
１
０
０
０
円
で
、

鳥
か
ご
や
餌
な
ど
の
備
品
代

が
８
０
０
０
円
ほ
ど
だ
っ

た
。
生
ま
れ
て
数
カ
月
経
っ

て
お
り
、
人
の
手
を
怖
が
る

の
で
店
員
さ
ん
が
手
乗
り
に

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ

て
い
た
ら
し
い
。

ま
さ
か
わ
が
家
の
最
初
の

ペ
ッ
ト
が
鳥
に
な
る
と
は
夢

に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
私

の
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
身
近

な
も
の
で
は
せ
わ
し
な
く
動

き
回
る
雀
や
狡こ

う
か
つ猾

に
逃
げ
回

る
カ
ラ
ス
で
あ
り
、
ま
た
奇

妙
な
首
の
振
り
方
を
し
て
歩

き
回
り
、
た
む
ろ
す
る
野
鳩

の
集
団
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

鳥
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
た

こ
と
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に

飼
え
ば
よ
い
の
か
も
分
か
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
鳥
は
、
ぺ

ッ
ト
と
し
て
猫
、
犬
、
魚
に

続
い
て
第
４
位
と
い
う
確
た

る
地
位
を
築
い
て
お
り
、
セ

キ
セ
イ
イ
ン
コ
に
関
す
る
い

わ
ゆ
る
飼
育
本
は
山
の
よ
う

に
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
参
考

に
し
な
が
ら
育
て
て
い
っ
た
。

三
男
がPick

と
名
付
け
、

家
族
の
献
身
的
な
世
話
も
あ

っ
て
２
週
間
ほ
ど
で
ブ
ラ
ン

コ
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、

５
カ
月
目
に
は
か
ご
の
外
に

出
る
こ
と
が
で
き
て
、
半
年

で
肩
に
乗
り
、
つ
い
に
手
乗

り
と
な
っ
た
。
自
分
の
名
前

を
寝
言
で
話
し
た
り
す
る
よ

う
に
な
り
、
か
ご
の
出
入
り

口
を
開
け
て
お
く
と
自
由
に

出
て
家
の
中
を
飛
び
回
る
よ

う
に
な
っ
た
。

５
年
経
っ
た
今
、Pick

は

メ
ス
な
の
で
残
念
な
が
ら
言

葉
を
話
す
こ
と
は
な
い
が
、

お
茶
や
水
を
器
に
注
ぐ
音
の

真
似
が
抜
群
に
う
ま
い
。
朝

は
自
分
が
起
き
て
い
て
も
家

人
が
起
き
て
く
る
ま
で
鳴
く

こ
と
は
な
く
、
我
々
の
食
事

の
準
備
中
は
洗
っ
た
野
菜
の

中
で
遊
び
、
食
事
の
時
は
テ

ー
ブ
ル
に
飛
ん
で
く
る
。
か

ご
は
ほ
ぼ
開
け
て
い
る
の

で
、
日
中
は
自
由
に
出
入
り

し
、
ほ
と
ん
ど
か
ご
の
外
に

い
る
。
従
っ
て
わ
が
家
の
中

は
至
る
所
に
彼
女
の
糞
が
落

ち
て
い
る
（
緩
く
な
い
の
で

き
れ
い
に
つ
ま
ん
で
取
れ

る
）
。
寝
る
時
間
は
正
確
で
、

20
時
前
後
に
は
自
分
で
か
ご

に
戻
る
。
我
々
が
出
か
け
る

時
は
、「
ち
ょ
っ
と
お
出
掛
け

し
て
く
る
か
ら
待
っ
て
て
ね
」

と
妻
が
優
し
く
言
い
な
が
ら

か
ご
の
上
に
乗
せ
る
と
、
自

ら
か
ご
に
（
ち
ょ
っ
と
さ
み

し
そ
う
に
）
戻
っ
て
い
く
。

車
が
自
宅
に
戻
る
音
で
帰
宅

に
気
づ
き
鳴
き
始
め
る
。

こ
れ
ら
の
行
動
は
単
な
る

条
件
反
射
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
が
、
調
べ
て
み
る
と
鳥

の
脳
は
高
密
度
の
神
経
細
胞

で
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
一
説
に
は

全
て
の
生
物
の
脳
の
大
き
さ

が
人
間
と
同
じ
で
あ
っ
た
ら

鳥
が
一
番
賢
い
で
あ
ろ
う
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

ど
の
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の
本

を
開
い
て
も
巻
頭
に
「
と
て

も
賢
い
、
感
情
豊
か
、
愛
情

深
い
、
好
奇
心
が
旺
盛
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

飼
い
始
め
た
当
初
は
、
こ

の
30
グ
ラ
ム
に
も
満
た
な
い

生
き
物
が
こ
の
よ
う
に
優
れ

た
能
力
を
持
っ
て
い
る
な
ど

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た

し
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日
々

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
愛
し

い
存
在
に
な
る
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど

子
ど
も
達
が
皆
家
を
出
る
時

期
に
重
な
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
夫
婦
二
人
で
の
ち

ょ
っ
と
物
寂
し
い
暮
ら
し
の

中
に
大
き
な
潤
い
を
も
た
ら

し
て
く
れ
て
い
る
。
妻
と
三

男
の
″
一
目
惚
れ
〟
に
は
本

当
に
感
謝
し
か
な
い
。

今
は
動
物
を
飼
っ
て
い
る

人
が
皆
言
う
よ
う
に
、
「
う

ち
の
娘
で
す
」
と
言
っ
て
憚

は
ば
か

ら
な
い
し
、
ま
さ
に
「
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
ア
ニ
マ
ル
」
（
人

生
の
伴
侶
と
し
て
の
動
物
）

で
あ
る
。

セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の
寿
命

は
10
年
程
度
ら
し
い
の
で
、

Pick

も
人
生
半
ば
と
い
う
と

こ
ろ
。
お
互
い
の
行
動
を
理

解
し
合
っ
て
、
健
康
に
気
を

つ
け
て
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。	

（
一
部
省
略
）

時
は
昭
和
30
年
代
前
半
、

高
度
経
済
成
長
の
時
代
で

す
。
当
時
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
の

白
黒
テ
レ
ビ
。
サ
イ
ズ
は
14

イ
ン
チ
が
定
型
で
、
価
格
は

10
万
円
前
後
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
森
永
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ

ル
が
８
粒
入
り
10
円
の
時
代

で
し
た
の
で
、
か
な
り
の
高

額
で
す
。

そ
の
頃
の
わ
が
家
に
は
も

ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
夕
食

を
片
づ
け
る
と
、
５
人
家
族

（
両
親
と
兄
、
姉
、
私
）
が

近
所
の
テ
レ
ビ
の
あ
る
お
宅

へ
押
し
掛
け
ま
し
た
。
大
人

達
は
、
力
道
山
の
プ
ロ
レ
ス

に
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。
幼

児
だ
っ
た
私
は
、
「
月
光
仮

面
」
な
ど
の
実
写
の
ヒ
ー
ロ

ー
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
の
前
に
た
く
さ

ん
の
家
族
が
集
ま
っ
て
大
騒

ぎ
し
、
幼
心
に
と
て
も
楽
し

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。そ

の
う
ち
、
わ
が
家
に
も

テ
レ
ビ
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
茶
の
間
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
席
に
、

頭
に
角
（
ア
ン
テ
ナ
）
を
生

や
し
た
テ
レ
ビ
が
四
脚
で
デ

ー
ン
と
鎮
座
し
ま
し
た
。
普

段
は
ほ
こ
り
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
、
お
ご
そ
か
に
布
が

被
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
番
に

な
る
と
、
家
族
全
員
が
チ
ャ

ブ
台
の
周
り
に
正
座
し
て
、

父
が
う
や
う
や
し
く
布
を
め

く
り
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
回
し
て
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
テ
レ
ビ
の
創
成

期
と
と
も
に
育
っ
た
私
は
、

ま
さ
に
テ
レ
ビ
の
申
し
子
で

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
」
や
日
曜
夜
の
「
シ
ャ

ボ
ン
玉
ホ
リ
デ
ー
」
は
家
族

み
ん
な
で
大
笑
い
し
て
見
て

い
ま
し
た
。
国
産
初
の
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」

が
開
始
さ
れ
る
と
、
そ
の
後

は
ア
ニ
メ
の
世
界
に
は
ま
り

ま
し
た
。

ち
な
み
に
当
時
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
を
中
心
に
朝
日
ソ
ノ
ラ

マ
か
ら
ソ
ノ
シ
ー
ト
（
ぺ
ラ

ペ
ラ
の
レ
コ
ー
ド
）
が
販
売

さ
れ
て
、
私
も
何
枚
か
集
め

て
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
低
俗
な
ど
と
テ

レ
ビ
を
揶や

ゆ揄
し
始
め
た
頃
で

す
が
、
私
は
、
「
♪
あ
た
ま

の
テ
ッ
ペ
ン
に
毛
が
３
本

…
…
」
と
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を

歌
い
な
が
ら
遊
び
呆
け
て
お

り
、
既
に
毒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。間

も
な
く
し
て
、
テ
レ
ビ

番
組
が
白
黒
か
ら
カ
ラ
ー
へ

と
次
々
に
移
っ
て
い
き
ま
し

た
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
と
言
っ

て
も
、
全
て
の
番
組
が
カ
ラ

ー
で
は
な
く
、
一
部
の
番
組

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇
「
ひ
ょ

っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
も

カ
ラ
ー
放
送
で
し
た
が
、
わ

が
家
の
テ
レ
ビ
は
、
ま
だ
白

黒
の
ま
ま
。
ど
う
し
て
も
カ

ラ
ー
で
見
た
く
て
、
友
達
と

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
あ
る
家
を

訪
れ
、
玄
関
先
で
見
さ
せ
て

下
さ
い
と
懇
願
し
ま
し
た
。

全
く
知
ら
な
い
お
宅
で
し
た

が
、
私
達
を
家
に
上
げ
、
ジ

ュ
ー
ス
ま
で
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
代
で
す
。

「
♪
波
を
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
」

の
テ
ー
マ
曲
と
共
に
、
画
面

に
ほ
ん
の
り
色
が
浮
き
出
て

き
ま
し
た
。
よ
く
見
な
い
と

分
か
ら
な
い
ほ
ど
わ
ず
か
で

す
。
私
に
は
そ
れ
だ
け
で
も

十
分
で
、
「
カ
ラ
ー
じ
ゃ
！
　

カ
ラ
ー
じ
ゃ
！

」
と
興
奮
し

ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
テ
レ
ビ
の
形
や

サ
イ
ズ
は
多
様
化
し
、
高
解

像
度
の
８
Ｋ
対
応
テ
レ
ビ
も

一
般
向
け
に
発
売
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
更
に
特
別
な
メ
ガ

ネ
も
不
要
な
立
体
テ
レ
ビ
が

そ
ろ
そ
ろ
実
用
化
さ
れ
る
と

聞
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
家
族
や
社
会
の
人
間
関

係
も
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し

た
。
過
去
ば
か
り
振
り
返
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が

ら
も
、
白
黒
テ
レ
ビ
の
前
で

熱
中
し
た
家
族
の
こ
と
や
初

め
て
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
見
た

時
の
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
し
た
。

干え

と支
も
６
巡
目
を
迎
え
る

と
、
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
不

具
合
が
発
生
す
る
よ
う
だ
。

年
末
年
始
の
大
連
休
と
１
月

初
め
の
３
連
休
の
狭
間
に
、

１
泊
２
日
の
検
査
入
院
を
し

た
。そ
ん
な
時
期
の
た
め
か
、

県
内
有
数
の
そ
の
病
院
で

も
、
こ
の
時
ば
か
り
は
７
割

位
は
空
床
で
静
か
な
も
の
で

あ
っ
た
。

消
灯
前
の
８
時
頃
、
廊
下

を
歩
い
て
い
る
と
、
「
○
○

先
生
で
す
よ
ね
？
」
と
ナ
ー

ス
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
周

囲
に
人
の
気
配
は
な
い
。「
ハ

イ
、
そ
う
で
す
が
…
…
」「
ど

ち
ら
の
○
○
先
生
で
す

か
？
」
「
今
は
×
×
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
は

△
△
で
○
○
医
院
を
や
っ
て

お
り
ま
し
た
」
「
や
っ
ぱ
り

そ
う
で
し
た
か
」

そ
し
て
彼
女
は
は
る
か
遠

く
を
見
る
ま
な
ざ
し
に
な
っ

て
、
一
呼
吸
間
が
あ
り
、「
あ

の
～
、
あ
た
し
ね
、
小
学
生

の
時
に
お
腹
が
痛
い
っ
て
、

学
校
、
ズ
ル
休
み
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た

ら
、
先
生
の
所
に
連
れ
て
行

か
れ
た
ん
で
す
。
診
察
を
待

っ
て
い
る
間
、
き
っ
と
ズ
ル

休
み
が
バ
レ
て
、
母
に
も
先

生
に
も
叱
ら
れ
る
と
思
っ
て

ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
診

察
が
終
わ
っ
て
、先
生
に『
心

配
し
な
く
て
も
い
い
よ
。
今

日
は
学
校
を
お
休
み
し
て
お

家
で
様
子
を
み
て
い
れ
ば
、

明
日
は
き
っ
と
元
気
に
学
校

に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
る

よ
。
だ
っ
て
、
お
腹
、
痛
い
ん

だ
も
ん
ね
』
っ
て
言
わ
れ
ま

し
た
。
先
生
に
と
っ
て
は
こ

ん
な
こ
と
、
砂
漠
の
砂
の
一

粒
く
ら
い
の
こ
と
で
、
き
っ

と
も
う
お
忘
れ
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
私
の
心
の
中
に
は

と
っ
て
も
大
き
な
こ
と
と
し

て
あ
り
ま
し
た
」「
そ
う
で
す

か
…
…
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
か
ね
～
。
も
う
20
年

以
上
も
経
っ
た
の
で
既
に
時

効
で
し
ょ
う
け
ど
…
…
こ
れ

は
、
シ
ー
。
ず
っ
と
ナ
イ
シ

ョ
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
ね
」

「
ハ
イ
、
そ
の
節
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
「
夜

勤
、
大
変
で
す
ね
。
今
夜
は

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
じ
ゃ

あ
、
お
や
す
み
な
さ
～
い
」

タ
ー
ン
、
タ
タ
ン
タ
タ
ー

ン
、タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
と
、

時
折
聞
こ
え
る
電
車
の
音
を

子
守
歌
に
し
て
、
や
が
て
私

は
、
穏
や
か
な
夢
の
世
界
に

入
っ
て
い
っ
た
。
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書
籍
紹
介

抗
悪
性
腫
瘍
薬
コ
ン

サ
ル
ト
ブ
ッ
ク

─
薬
理
学
的
特
性
に
基

づ
く
治
療

（
改
訂
第
２
版
）

南　

博
信　

編

な
ぜ
あ
な
た
の
発
表

は
伝
わ
ら
な
い
の
か
？

佐
藤
雅
昭　

著

て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
落
と
し
穴

で
あ
り
、
そ
れ
に
気
づ
い
て

い
な
い
発
表
者
が
多
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

本
書
に
は
、
著
者
が
自
身

の
発
表
や
医
学
部
生
・
大
学

院
生
の
指
導
を
行
う
中
で
注

目
し
た
「
発
表
を
う
ま
く
伝

え
る
こ
と
の
重
要
性
」
と
独

自
の
方
法
論
が
数
多
く
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
医
学
領
域

に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
者
や

プ
レ
ゼ
ン
の
機
会
が
あ
る
全

て
の
読
者
に
活
用
し
て
欲
し

い
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

２
４
８
４
円（
税
込
）

発
行　

メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ビ
ュ

ー
社03

─

３
８
３
５
─

３
０
４
９

国
民
年
金
基
金
の
合
併
に
つ
い
て

加
入
員
・
受
給
者
に
は
、

既
に
案
内
済
み
で
あ
る
が
、

当
基
金
を
始
め
と
す
る
国
民

年
金
基
金
の
多
く
が
４
月
１

日
に
合
併
し
、
「
全
国
国
民

年
金
基
金
」
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
当
基
金
で
は

支
部
を
設
立
し
、
「
全
国
国

民
年
金
基
金
日
本
医
師
・
従

業
員
支
部
」
に
名
称
は
変
更

と
な
る
が
、
住
所
・
電
話
番

号
等
に
変
更
は
な
い
。

合
併
の
主
な
目
的
は
、（
１
）

加
入
員
・
受
給
者
の
利
便
性

の
向
上
、（
２
）
事
業
運
営
基

盤
の
強
化
、
（
３
）
事
業
運

営
の
効
率
化

─
で
あ
る
。

合
併
に
よ
り
、
加
入
員
・

受
給
者
の
掛
金
額
や
年
金
額

が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
合
併
に
よ
る
手
続
き
の

必
要
も
な
い
。

ま
た
、
税
制
上
の
扱
い
も

従
来
ど
お
り
な
の
で
、
未
加

入
の
方
は
合
併
後
も
引
き
続

き
、
当
基
金
へ
の
加
入
を
検

討
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

全
国
各
地
に
個
性
豊
か
な

「
道
の
駅
」
が
増
え
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
は
、
市
町
村
長

等
が
国
土
交
通
省
に
申
請

し
、
登
録
さ
れ
る
。
毎
年
増

え
続
け
て
お
り
、
平
成
30
年

４
月
現
在
、
全
国
で
１
１
４

５
駅
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、

「
道
の
駅
」
は
、
道
路
利
用

者
へ
の
安
全
で
快
適
な
道
路

交
通
環
境
の
提
供
と
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
基
本
的
に
は
休
憩
、

情
報
発
信
、
地
域
連
携
の
三

つ
の
機
能
を
も
つ
。
単
に
ド

ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
す
る
と
こ

ろ
、
地
域
の
特
産
物
を
販
売

す
る
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
地
域
活
性
化
、

地
域
連
携
、
更
に
は

ま
ち
づ
く
り
の
「
核
」

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

現
在
、
全
国
で
先
進
的
な

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
東
北
地
方
で
は
、
東

日
本
大
震
災
で
復
旧
、
救
援

に
向
か
う
自
衛
隊
・
消
防
隊

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
方
支

援
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
経

験
か
ら
、
広
域
防
災
拠
点
と

し
て
高
度
な
防
災
機
能
を
分

担
す
る
と
と
も
に

沿
岸
被
災
地
の
海

産
物
を
販
売
す
る

な
ど
、
被
災
地
の

復
興
支
援
を
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
及
び

そ
の
周
辺
地
域
で
は
、
「
道

の
駅
」
が
公
共
交
通
モ
ー
ド

間
の
接
続
拠
点
に
な
っ
て
お

り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
足

の
確
保
に
役
立
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
は
、
日
本
の
国

土
の
約
７
割
、
耕
地
面
積
の

約
４
割
を
占
め
、
少
子
高
齢

化
、
過
疎
化
が
進
み
、
地
域
医

療
に
お
い
て
も
離
島
と
共
に

特
別
な
配
慮
、
支
援
体
制
の

構
築
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。

現
在
、
「
道
の
駅
」
で
は
、

地
域
の
防
災
拠
点
、
公
共
交

通
モ
ー
ド
間
の
接
続
拠
点
と

し
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

お
り
、
今
後
は
地
域
医
療
の

拠
点
と
し
て
の
可
能
性
も
秘

め
て
い
る
の
で
は
と
考
え

る
。	

（
榮
）

道
の
駅

◆
主
催
：
日
医
、
広
島
県
医

師
会

◆
日
時
：
３
月
２
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時
（
開
場
：

午
後
１
時
）

◆
会
場
：
広
島
県
医
師
会
館

ホ
ー
ル
（
〒
732
─
０
０
５
７

広
島
市
東
区
二
葉
の
里
３
─

２
─
３　

082
─

５
６
８
─

１

５
１
１
）

◆
対
象
者
：
医
師
、
医
療
関

係
者
、
行
政
、
一
般
市
民
等

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
氏
名
、
所
属
、

連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
下

記
宛
て
に
申
し
込
み
願
い
た

い
。

◆
申
込
締
切
：
定
員
（
３
０

０
名
）
に
達
し
次
第
締
め
切

る
。 日

本
医
師
会

 

女
性
医
師
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

in
　
広
島

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
特
別
講
演
「
子
育
て
と
仕

事
（
仮
）
」
（
馬
場
の
ぶ
え
広

島
テ
レ
ビ
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）

・
基
調
講
演
「
女
性
医
師
支

援
と
勤
務
環
境
改
善
（
仮
）
」

（
今
村
聡
副
会
長
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
医

師
と
働
き
方
改
革
」

パ
ネ
リ
ス
ト
（
小
玉
弘
之
常

任
理
事
、
古
川
善
也
広
島
赤

十
字
・
原
爆
病
院
長
、
石
田

万
里
広
島
大
学
病
院
女
性
医

師
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ

ー
長
、
國
田
哲
子
広
島
県
医

常
任
理
事
）

◆
問
い
合
わ
せ･

申
し
込
み

先
：
広
島
県
医
師
会　

学
術

課
〔

082
─

５
６
８
─

１
５
１

１
（
代
）
、

082
─

５
６
８
─

２

１

１

２
、

gaku@

hiroshima.med.or.jp

〕

※
な
お
、
当
日
は
会
場
に
託

児
所
を
設
置
（
無
料
）
予
定
。

利
用
希
望
者
は
２
月
22
日
ま

で
に
申
し
込
み
願
い
た
い
。

療
法
の
と
ら
え
方
」
で
構
成

さ
れ
、
適
応
・
副
作
用
、
作

用
機
序
・
耐
性
機
序
、
投
与

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
他
、
各
薬

剤
の
臨
床
薬
理
学
的
特
徴
、

そ
れ
に
基
づ
く
使
用
上
の
ノ

ウ
ハ
ウ
ま
で
が
コ
ン
パ
ク
ト

か
つ
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。今

回
の
改
訂
で
は
、
新
た

に
登
場
し
た
分
子
標
的
治
療

薬
の
ほ
と
ん
ど
が
追
加
さ

れ
、
初
版
よ
り
も
内
容
、
薬

剤
数
も
増
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
各
薬
剤
の
使
い

方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
現
場
で
必

要
な
臨
床
薬
理
の
エ
ッ
セ
ン

ス
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
大

き
さ
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
サ

イ
ズ
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
が
ん
薬
物
療
法

で
使
用
さ
れ
る
主
な
抗
悪
性

腫
瘍
薬
を
薬
剤
ご
と
に
説
明

し
た
解
説
書
で
あ
る
。

内
容
は
、
「
Ⅰ
抗
悪
性
腫

瘍
薬
の
臨
床
薬
理
学
─

総

論
」
「
Ⅱ
各
薬
剤
の
臨
床
薬

理
学
的
特
徴
と
使
い
方
」「
Ⅲ

各
領
域
に
お
け
る
が
ん
薬
物

ま
た
、
が
ん
種
ご
と
に
標

準
的
に
使
用
さ
れ
る
レ
ジ
メ

ン
の
リ
ス
ト
も
最
新
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
お

り
、
大
変
使
い
や
す
い
。

が
ん
薬
物
療
法
に
携
わ
る

医
師
及
び
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ

ッ
フ
が
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
常
に
携
帯
し
て
欲
し
い

一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

５
４
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

03
─

３
８
１
１
─

７
２
３
９

本
書
は
、
『
な
ぜ
あ
な
た

は
論
文
が
書
け
な
い
の

か
？
』
『
な
ぜ
あ
な
た
の
研

究
は
進
ま
な
い
の
か
？
』
の

最
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
学

会
発
表
を
始
め
と
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
心
構

え
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
等
を
ト
ラ

ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
視

点
か
ら
説
明
し
た
解
説
書
で

あ
る
。

自
身
の
研
究
成
果
を
世
に

送
り
出
す
手
段
と
し
て
、
論

文
と
発
表
は
両
輪
を
成
す
重

要
な
手
段
で
あ
り
、
研
究
成

果
を
世
に
発
表
す
る
に
は
相

手
に
伝
わ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な

る
。
し
か
し
、
発
表
し
た
後

に
、
そ
の
出
来
を
振
り
返
る

こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
で
き

本
書
は
、
医
療
機
関
や
介

護
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
た
め

の
職
場
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
全

１
５
０
カ
条
、
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
30
事
例
を
一
冊
に
ま
と

め
た
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で

あ
る
。

「
社
会
人
と
し
て
の
常
識
」

「
仕
事
に
お
け
る
基
本
姿
勢

と
共
通
ル
ー
ル
」
「
職
場
に

お
け
る
基
本
マ
ナ
ー
と
服
務

規
程
」
「
組
織
を
活
性
化
さ

医
療
＆
介
護

職
場
の
ル
ー
ル

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ鷹

取
敏
昭　

監
著

岡
本
真
な
み　
　

福
間
み
ゆ
き　

著

せ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要よ

う

諦て
い

」
な
ど
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
仕
事
に
対
す
る
不
安
や

違
和
感
を
解
消
し
た
い
」「
仕

事
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
法
や
ス

キ
ル
を
改
善
し
た
い
」
「
職

場
で
の
人
間
関
係
や
評
価
を

改
善
し
た
い
」
と
考
え
て
い

る
人
に
と
っ
て
は
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て
、
「
ス
タ
ッ
フ
の
意

識
を
変
え
た
い
」
「
職
場
・

チ
ー
ム
の
雰
囲
気
を
よ
く
し

た
い
」
「
組
織
を
活
性
化
さ

せ
た
い
」
「
仕
事
の
ク
オ
リ

テ
ィ
を
上
げ
た
い
」
と
考
え

て
い
る
管
理
者
に
と
っ
て
は

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
用
可

能
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
指
導
や
育
成
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
今

日
、
ぜ
ひ
一
読
を
お
勧
め
し

た
い
一
冊
で
あ
る
。

定
価　

１
２
９
６
円（
税
込
）

発
行　

医
学
通
信
社

03
─

３
５
１
２
─

０
２
５
１

お知らせ  
　本紙第1377号の書籍紹介欄に掲
載しました『ことばセラピー』（上
月英樹著）ですが、発行元に既に在
庫がなく、増刷の予定もないとのこ
とです。
　なお、通販サイト等では購入可能
な場合もありますが、同じ発行元で
ある西村書店（ 03-3239-7671）か
ら新しく、同じ著者による『精神科
医がつかっている「ことば」セラピ
ー』が発行されているとのことです
ので、ご興味のある方はそちらもご
検討下さい。 日医広報課
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